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Abstract
The lnfbmation Strategy course (IS course) was introduced in the year 2001 as one of the 3 Courses in the newly
constmcted School of Network and lnfbmation. One of血e roles of the IS course was to ca汀y On SOme Ofthe traditional
education in the department oHnfbmation and Management in the School of Business Administration. The education or
the IS course was agaln took over to the 3 programs in the new cu汀iculum introduced in the year 2009. This paper
describes a short history of the education in the IS course.
1.　ネットワーク情報学部の設立と情報
戦略コース
1.1コースの名称について
ネットワーク情報学部は, 2001年度に,経営学部の旧
情報管理学科を改組転換する形で設立された.学部の3
コースの一つである情報戦略コースは,学部設立当初は
｢情報ストラテジーコース｣という名称であった.以前
よりさまざまな企業や行政機関において｢情報ストラテ
ジー部･課｣という部門があり,また｢日経情報ストラ
テジー｣というビジネス誌もあり, ｢情報ストラテジー｣
という名称は,ビジネス界で一般性のある名称と考えた
ことによる.このコースは,内容的には｢旧情報管理学
科｣の教育を引き継ぐ面もあった.
しかし2001年度にネットワーク情報学部が開設され,
実際に新しい学生たちが入学してみると,多くの大学生
や入学する高校生にとっては｢ストラテジー｣という英
語は少しわかりにくいようであった.そこで後の2005
年度からは｢情報戦略コース｣と名称を改めた.名称は
変わったが,教育方針や授業の内容に大きく変更があっ
たわけでない.
以下, 2つの名称をまとめて｢ISコース｣と呼ぶこと
にする.実際学内では,教員･学生を通じてこの略称が
広く使用されてきた.単に｢IS｣と呼ばれることも多い.
IS　コースは情報管理学科の流れを最も濃く引き継ぐ
コースなので,情報管理学科のことや学部設立前後の様
子をもう少し詳しく説明しておこう.
1.2ネットワーク情報学部設立の背景
ネットワーク情報学部は, 1学年定員240名であり,
経営学部旧情報管理学科(1学年定員130名)を基礎と
している. 2001年頃は,いわゆるITブームのさなかに
あり,ネットワーク情報学部は,めまぐるしく展開され
る新しいビジネス環境に対応する教育を展開すべく設立
されたといえる.当時はIT革命という言葉が流行った.
かなり古い内容になるが,もとの経営学部情報管理学
科は,経営学の知識を踏まえた上でコンピュータを使え
る人材を育てることであった.情報管理学科設立の1970
年代では,コンピュータは主に理工系分野で使われてお
り,企業経営の場において情報管理や情報処理を積極的
に活用しようとする考えはまだあまり普及していなかっ
た.社会的には,その後, EDPSやMISの概念が試行
錯誤を続けながら展開され始める時期にあった.
情報管理学科のような情報系の学科の設立は,おそら
く我が国の私立大学の中では先頭を切っていたと思われ
る.当時における本学科の設置は画期的なことであり,
経済･経営系における情報教育の先陣として,産業界の
情報化を担う人材の育成に少なからぬ貢献を果たしてき
たといえよう.
(2)情報管理からネットワーク時代-
しかしながら, 1980年代以前のコンピュータシステム
は,その中心に集中型大型コンピュータシステムがあり,
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従来の個別な事務作業を,コンピュータを活用して体系
的に機械化することを目指したものであった.そこでは,
情報は,情報管理学科の卒業生のような専門的な技術者
の手によって,処理管理されていた.
しかしながら, 90年代後半におけるインターネットの
発展とネットワークインフラの整備,そして小型低価格
コンピュータの普及は,情報システムのあり方を根本的
に変えることとなった.個人と情報との関係が根本的に
変わっていく時代であった.すなわち,個人にとっても,
情報は,自分で直接的に作り･送り･受け取る対象とな
ったのである.また,インターネットというバーチャル
な世界におけるネットワーク文化が,社会の仕組みや個
人生活にも影響を与えつつあった.このような時代にお
いては,企業の情報部門のあり方も,当然に変質せざる
を得ない.広く個人やスモールビジネスを意識した情報
システムの運用が求められているのである.このような
パラダイム変化は, ｢情報管理｣から｢ネットワークベー
スの情報交換｣ -と変化していることを意味している.
このような背景によってネットワーク情報学部が経営
学部から独立する機運が次第に生まれてきた(学部内部
資料を参考に記述).なお,経営学部情報管理学科は,
2001年4月より募集を中止していたが,経営学部情報
管理学科が2007年4月20日に在学生がいなくなること
が確定したことに伴い, 2008年4月1日付で廃止され
た.
1.3　学部設立時のISコースの教育方針
では,学部の中におけるISコースはどのように位置
づけられるのであろうか.学部内部資料｢ネットワーク
情報学部の長期ビジョン｣ (中間報告)｣ではつぎのよう
に説明されている.
｢(中略) - ･情報戦略コースでは,企業等の組織に
おいて,広い意味での情報技術をフルに活用し,情報管
哩,知識管理,分析,企画,開発,意思決定を行う能力
を育成し,組織や社会が直面する問題に対して戦略的に
対処することが可能な材を育成する.情報分野に進出し
た場合には,新しい情報製品や情報システムの開発など
の企画･戦略にかかわる仕事を行うことができる人材を
育成する.｣
時代は変化したが, ISコースは経営学部情報管理学科
の教育を引き継ぎ,その考え方をネットワーク時代に展
開しようとしたものであるといえる.コンテンツデザイ
ン(CD)コースが創作的･デザイン的側面を,ネットワ
ークシステム(NS)コースがシステム的･情報技術的側
面を重視するのに対し,このISコースは総合的･社会
的･データ的側面を重視する,それゆえ,本コースの学
生は情報分野に関する勉学を進めると同時に,データ解
析やモデル分析などのさまざまな手法を学び,同時に経
演,会計,人間行動,環境,財務,経営,政策などに関
する幅広い分野の講義を受講できるようにしている.
1.4　最初のコース選抜
学部設立2年目になると,各コース-の振り分けが初
めて行われた.そのために, 1年次の後半には,各コー
スのガイダンスで説明が行われたが, ISコースの説明で
は,まず｢情報ストラテジーの意味は?｣から説明が始
まった.説明会の資料(【51)では次のように説明してい
る,
｢(中略) - ･10年程前から日経情報ストラテジーと
いうビジネス雑誌が出ています.その雑誌では, 『情報化
で経営戦略を実現する』が基本的テーマになっています.
本学部の情報ストラテジーコースにおいても『情報技術
(IT)&ビジネス』がキーワードです.情報技術やビジネ
スに関する知識を幅広く勉強し,将来,情報化で企業の
業務改革を行うことができ,あるいは企業の幹部になり
情報技術を利用して意思決定に携わることができる学生
を育成します.システムアナリストやマネジャーになっ
で情報システムの開発に携わることもあります.情報ス
トラテジーコースはI Tビジネスコースといってもよい
でしょう.
そのためにはどんな知識があればよいか?
①　コンピュータやネットワークあるいは情報システ
ムに関する一般的知識が必要です.これは情報技術の基
礎といえます.
②　情報システムの開発に携わるためには,プログラ
ミング言語,データベース,ソフトウェア開発に関する
知識が必要です.
③　経営情報の分析や意思決定のための技術を磨いて
おく必要があります.データを解析したり,モデルを利
用して分析するための知識も必要です.
④　現実の経営やビジネスに関する仕事をするには,
経営,会計,情報産業,財務,流通,経済,心理,コミ
ュニケーションなどに関する幅広い知識を獲得しておけ
ば,行動範囲が広がり高い視点から仕事を行うことがで
きます.
⑤　すべての基礎になりますが,現在では英語の知識
も不可欠です.やさしい数学的知識も多少必要ですが,
これに関して他コースと大きな違いはありません,
(以下略)｣
非常に丁寧に説明を行っていたことがわかるが,教員
側から見れば,実は,学生たちが,各コースにバランス
よく,応募してくれるかどうか, ISコースの担当者にと
ってはほぼ1/3の学生がISコースを選択してくれるかが
最大の関心事であった.なぜならば,コースの選択では
成績や試験によるセレクションなどを一切行わないこと
を原則としていたからであった.結果的には1年次学生
が各コースにほぼ均等に振り分けられた.これで我々教
員はまずは安堵したが,それ以後はどのような教育をど
のように行うかという試行錯誤の日々が続いた.
1.5 1Sコースの教育体制
コース制からプログラム制へ一情報戦略コースの展開を中心に-
ネットワーク情報学部が設立された2001年度の最初
の｢学習ガイドブック｣ (【1】)によれば, ISコースの講義
内容(コース必修科目等)は図表1のようになっている.
経営学部情報管理学科的な流れの延長上にある,シミュ
レーション,データ解析,モデル分析,企業情報システ
ム,会計システム,経営分析,数理計画,その他が含ま
れているが,一方では,戦略のデザイン,複雑システム,
ネットワークとマーケッティング,政策科学,環境と情
戟,ファイナンスプラニングなどの独自の科目も展開さ
れている.
表1　情報ストラテジーコース必修科目･選択必修科目
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IS　コースの授業内容は非常に幅広い内容を持ってい
たといえる.このコースでは,学生が将来選択するであ
ろうと考えられる幅広い進路と,学生が関心を持つであ
ろうIT分野の知識-の対応を考慮している.そのため,
早めに進路希望を調査するとともに,学生の進路や関心
に従って,相応しい講義を受講するように指導する必要
もあったといえよう.
各コースの教育内容と体制は｢総合演習｣と｢プロジ
ェクト｣で性格づけられる.まず,この2つを説明して
おく.
(D IS総合演習
ISコース総合演習のガイダンスで配布した資料【5】に
よれば,つぎのような説明になっている.
｢インターネット,アンケート調査,実地調査,商用
データベース,各種統計などによるさまざまな情報収集
方法を学び,それらのデータや情報を,多変量解析など
の統計学的手法,あるいは数理計画法などのオペレーシ
ョンズ･リサーチの手法を用いて,分析を行い,モデル
を開発し,それらを基礎に予測や意思決定の評価を行う
技術を,ケーススタディをとおして習得する.コースの
学生を2つのグループ(たとえば,情報科学系,データ
解析系)に分け,半期毎に入れ替え,コース担当の教員
による短期集中的な演習によってさまざまな手法の理解
を目指す.｣
IS総合演習の具体的内容については, 1.6で説明する.
一方,プロジェクトの内容についてはつぎのような説
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明記録が残っているが,内容的には総合演習に対応する
ものであった.
②　　プロジェクト･卒業研究
一例として,データベース開発,経営分析,経営戦略,
意識調査,計量経済モデル開発,経済予測,ゲームの理
論の応用,コンピュータビジョン,数理ファイナンス,
各種分析ツールの開発,システム分析,情報の安全性,
数理計画モデルの応用,環境問題の分析などが考えられ
る.
しかし,教員側のもくろみと少し異なり,学生達が展
開したプロジェクト1の内容は,新しいネットワーク社
会に対応する技術や考え方であった.データ解析的視点
よりは,情報技術の社会的応用ともいえる内容が多かっ
たように思える.その理由の一つには,プロジェクトが,
コースに対応する純粋培養型でなく, 3コース混合型で
あったことによる.プロジェトの中では, ISコースの学
生は,上記のISコース的知識が他のメンバーによって
期待されることが多かったようである.
1.6　総合演習の内容
各コースとも2年次における総合演習がコースの性格
を決める最も重要な授業科目となっていたことは上に述
べたとおりである.以下ではその内容を具体的に見てみ
よう.たとえば,最初の総合演習である2002年度には,
まず前年度の1月に出題し4月に回収するつぎのような
春期の宿題を出し,コースの学生に対して方向付けを図
っている.このように1月に冬休みの宿題を出し,次年
度からの総合演習の準備とするというスタイルはその後
も続くことになる.これは3つのコース共通のスタイル
である.
◇ISコース春期レポート(2002年度)
｢ビジネスモデルとはどのような概念かを調査し,レ
ポートしてまとめなさい.ビジネスモデルの具体的な例
もあげなさい.さらに,自分独自の考えにもとづくビジ
ネスモデルを検討し,そのコンセプトをレポートとして
まとめなさい.高度なものである必要はありませんが,
他に例がないものを目指してください.必ずしも
IT(Information Technology)技術,つまりコンピュータ
やネットワークを利用したビジネスモデルに限定する必
要はありません.またどのような分野のビジネスモデル
でも結構です.なるべくユニークなどジネスモデルを考
えてください.｣
さらに前期が終了する7月には,この春期レポートを
改善させる形の夏期レポートを出題している.これは,
この年度から学生部が始めた｢ベンチャービジネスコン
テスト｣にISコースの学生全員を応募させることを前
提としたためである.結果的にはISコースの学生は,
同コンテストで上位入賞を果たしたことが記憶に残って
いる.
◇夏期レポート(2002年度)
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｢春期レポートで提案したビジネスモデルを大幅に改
善し,よりまとまったビジネスモデルとして提案する.
原則としてビジネスモデルの提案は1つとする.文書は,
企画書として企業で通用する程度に十分に改善を重ね
る｣
◇提案されたビジネスモデルの例
2002年度のビジネスモデルのレポートで提案があっ
たテーマの例を挙げてみると次のようになる.
医療の場での最新技術の導入のビジネスモデル,大型
小売店(スーパーマーケット)における代金支払い方法
に関するシステムの提案,今までにない新方式の本屋モ
デル,ネットワークを利用した献立配信, Webページを
利用した裁判の可能性,スポーツ選手-の様々なバック
アップ事業,釣りゲームコンテンツにおけるビジネスモ
デル,レンタルペットに関するビジネスモデル,情報ス
トラテジー総合演習ビジネスモデル,オンライン野菜販
売計画, - (以下略).｣
総合演習のレポートでは,学生にビジネスモデルを考
えてもらいそれを利用してのコンテスト応募を勧めたが,
それは副次的なものであり,授業の内容そのものは,オ
ーソドックスな数量的アプローチを中心､にした分析手法
を学ばせることを主眼とした,その具体的内容は当時の
資料を引用するとつぎの通りであった.現時点で見ると,
内容的には,やや高度であったかもしれない.
◇総合演習の内容
①　　Mathematicaとその活用
2名の教員が担当したが, Mathematicaの概要,
Mathematicaの関数(方程式,微分･積分, 2D, 3D
のグラフィックの作成,アニメーション,サウンド),
Mathematicaの応用(乱数,回帰曲線,統計分析)など
を学習させた.
②　オペレーションズ･プランニングの基礎
土地･労働･資本などの入力(資源)を望ましい出力
(製品･サービス)に変換する変換プロセスの経営･管
理はオペレーションズ･マネジメントと呼ばれる.ある
計画期間について,製品グループの産出水準を週単位あ
るいは月単位で決定する過程はアグリゲート(産出)計
画と呼ばれている.オペレーションズ･マネジメントに
おけるアグリゲートプランニングを行う際の基礎的な技
法を習得することがこの演習の主な狙いである.
実際は,表計算ソフトExcelを活用し,線形計画法を
定式化し,ソルバーによるプロダクトミックス問題の解
法を求めることと,シミュレーションによるトータルコ
ストの最小化が中核となっている.
③　経済データの見方･分析方法
経済データの見方と分析方法,情報の経済学やゲーム
の理論と関連した実験などに関する演習を行った.具体
的には,国民経済計算体系である新SNAの説明とデー
タから見た景気循環,価格変動と貨幣供給量,家計調査
から見た県民性,自動車などの寡占市場における競争,
繰り返しゲームを用いた実験,競争入札の理論と実験に
関する演習を行った.
③　　経済予測
まず, ｢将来予測がなぜ必要なのか｣から始まり,経済
モデルの構築,経済理論,経済変数を用いての経済モデ
ルの定式化,データと統計処理,日経総合経済ファイル
とデータのグラフ化, Excelを用いての回帰分析,将来
予測などをおこなった.
④　システム思考と知識の技法
情報ストラテジーを策定し意志決定を行うことができ
るようになるには,さまざまな考え方や技法を学ぶ必要
があると考え,その基礎として,データの視覚化,簡単
な数量的分析,システム思考の方法の学習などについて
演習を行った.それらの手法中には,たとえば,特僅要
因図,チェックシート,連関図表,親和図法(KJ法),
関連樹木,マトリクス図法などの視覚化の方法も含まれ
ていた.
さらに｢知識の構造化｣するという視点から,情戟を
分析しその構造を明らかにしていく,あるいは集めた情
報や知識を組み立てるための考え方を,システム思考を
ベースに学習させた.
⑤　オペレーションズ･リサーチにおけるモデル分析
オペレーションズ･リサーチについて概観し,そこで
の典型的モデルについて,その作成,活用,発展につい
て,コンピュータ演習を中心にして学ばせた.この演習
の中には, C一言語, ⅥsualBasic,同VBA, Maple等の
学習も含まれていた.
⑦RSA暗号システムについて
暗号システムが,情報化･デジタル化社会と呼ばれる
現代の,危機管理の重要な部分を担っていることを踏ま
えて,暗号システム全体をきちんと理解することを目指
した.この授業では, Mathematicaプログラムによる暗
号シミュレーションを行うという形式で進められた.
2.　学部改革とISコース
2.1.学部の体制の見直し
ネットワーク情報学部が設立され, 3年もすると,さ
まざまな問題点が浮かび上がってきた.学部設立の準備
には,多大な労力がかかり,事前には細部の問題点をす
べて見通すことが困難であり,また実験的要素があった
からである.
そのために, 2003年度には｢長期ビジョン･長期計画
小委員会｣ (委員長:斎藤雄志,委員:石原秀男,伊東洋
≡,佐藤創,中村友保)が設立され, ｢完成年度以降の進
むべき方向とその教育環境の整備｣を中心的テーマとし
て検討を行った,完成年度とは設立4年目の2005年度
のことである.
この委員会では,カリキュラム,教育方針,教員スタ
ッフ,教育環境,研究活動,研究環境,大学院設置,入
コース制からプログラム制へー情報戦略コースの展開を中心に-
試と広報活動,卒業生の組織化,企業との連携,学部の
人材育成目標:教育目標,教育方法,課題解決のための
方策と教育環境整備,などありとあらゆることが検討の
対象になったが,当然コースのあり方も対象となった.
たとえば, ISコースではつぎのような問題点が指摘され
た.
◇同委員会資料より｢ISコースについて｣
｢(前略)･ ･ ･情報ストラテジーコースのカリキュラ
ムの問題点の一つは,このような多様な知識や技能を深
める場が少ないということである. 2年次の情報ストラ
テジー総合演習では,数量分析とモデル分析に関するさ
まざまな技法を学習するが,それを具体的な問題に適用
して知識を深め,技法の応用やその背景となる基礎知識
を身につける機会が不十分である.本来であれば, 3年
次の必修であるプロジェクト1やその後のプロジェクト
2 ･卒業制作においてそのような作業が行われるべきで
あるが,プロジェクト1はテーマを自由に選択すること
ができるために情報ストラテジーコースらしい経験を行
う学生が限られている.プロジェクト2や卒業制作は必
修科目でない.一つの方法は,情報ストラテジーコース
の学生はプロジェクト1において,情報ストラテジーコ
ースらしいテーマを選ぶように制限をつけることである
が,授業科目数が多い3年次において過重な作業を行わ
せることは難しい.またこのことにより教員の少ない
CD　コースの担当者に多大な負担が発生する可能性があ
る.･ ･ ･(以下略)｣
ネットワーク情報学部は,ネットワーク社会で進行す
る新しい技術やビジネスを前提に講義が組まれていた.
IT革命の中で進学してきた学生にとって,ISコースは,
幾分｢古い｣あるいはやや｢地味な｣コースと映ったか
もしれない.
同時に上記の委員会でもIS　コースの希望者の少なさ
が問題になった.同委員会の報告書でも次のように述べ
られている.
｢(中略) ･ ･ ･情報ストラテジーコースの最大の問題
点はこのコース-希望する学生が少ないことである.
2003年度の希望者は積極的な勧誘にもかかわらず61名
程度の水準にとどまっている.その理由として,情報ス
トラテジーコースの目指すもの(内容)が,他コースと
比べて総合性･抽象性が高く,学生としてそのイメージ
を具体的に把握しにくいことに原因の一つがあろう.コ
ースのカリキュラムや講義内容を工夫していく必要もあ
る.情報ストラテジーコースでは,学生が将来,情報分
析,企画,意思決定,管理などの分野で活躍することを
期待しているが,この分野の重要さは一定の業務経験を
経てはじめて理解できる面がある.情報ストラテジーコ
ースでは他コースと比較して数学の比重が高いというイ
メージを学生が持っていることも,希望者が少ない原因
かも知れない.たしかに,情報ストラテジーコースでは
情報やデータの分析が重要であり,数学的方法や統計的
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方法を利用したさまざま分析方法を学ぶが,実質的には
他コースと比較して大きな差があるわけでない.ややイ
メージが先行している面もある. ･ ･ ･｣
やがてこれらの意見が学部改革やコースの改革につな
がっていくことになる.
3. 1Sコースの改善と新しいプログラム
制へ
学生ニーズの多様化等-きめ細かく対応し教育効果を
上げるという観点からプログラム制導入の機運が高まっ
た.プログラム制の是非については,検討の過程で意見
の分かれることも多く, ISコースの担当教員内でも｢企
業に就職するための予備校化｣という印象があるとか,
学生の｢品質保証｣は基礎学力にあるのではないかとい
う意見も当初あった.プログラムのより具体的な構成に
ついて様々な案が検討され,調査が行われた.例えば,
受験生-のアンケート調査では,メディア表現,社会情
戟, ITビジネス,経営情報,情報工学というカテゴリを
仮に設定して,学生が想定する将来の職業-の関連性や
関心のある分野などが調査された.また,各コースに関
連したプログラムの案(名称,内容,キャリア,関連科
冒)がコース別にいくつか提出された.例えば, ISコー
スに関連した案では, (1)ビジネス関連情報の調査･解析
を対象とするビジネス情報プログラム, (2)ビジネス上の
問題解決を対象とするITソリューションプログラム,
(3)数学系の基礎科目を統合したプログラムが挙げられ
た.さらに,各プログラムと従来科目との対応付けが行
われ,各プログラムの教育に必要な新規科目の検討が行
われた.
最終的には,これまでの各コースを原則的に2つずつ
のプログラム(従来のコースの教育目標に近い基礎的な
プログラムとより応用的なプログラム)に分け,さらに
社会情報プログラムが追加されることになった.また,
旧コースに対応した情報デザイン系,システム開発系,
データ分析系の3つの基礎演習(それぞれ,インタラク
ションデザイン基礎演習,ソフトウェア開発基礎演習,
データ分析基礎演習)が2年次の必修科目として設定さ
れ,基礎的な3プログラムについては,プログラム修了
認定条件として対応する基礎演習の履修を必須とし,そ
れ以外のプログラムについてはどの基礎演習でも履修で
きるものとなった.プログラム制の導入に伴い, ISコー
スの教育内容も細分化され,上記(1), (2)にそれぞれ対応
する経営情報(MI)とIT　ビジネス(IB)というプログラム
に再編成され,経営情報プログラムが基礎的な3プログ
ラムの1つとなった. (3)については,情報数理(IS)プロ
グラムということで別途確定した.それぞれの学習教育
目標(2010年度)は以下のとおりである.
(∋　経営情報プログラム
･経済や社会のしくみを理解し,経済学を応用して社会
の問題を理解する.
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･統計手法を理解し活用して,仮説検証やデータマイニ
ングができる.
･組織や社会の問題をモデル化してシミュレーションで
きるためq)基礎的な方法論を理解し,応用できる.
･企業の会計システムを理解し,経営分析ができる.
② ITビジネスプログラム
･情報技術の基礎の修得
最先端の情報技術および現行の情報システムを理解す
るための基礎技術を修得する.
･経営知識の基礎の修得
ビジネスを行うための戦略･戦術や業務手順を理解す
るための基礎知識を修得する.
･問題解決能力の修得
ビジネス課題を設定し,その解決策を導き,実行する
ための問題解決能力を修得する.経済や社会のしくみを
理解し,経済学を応用して社会の問題を理解する.
③　情報数理プログラム
･情報に関する現象や技術の数理的な側面を理解するた
めの基礎を身につける.
･情報技術に関する数理的な考え方･原理を理解する.
･記号列･数値･音声･画像など実際のデジタルデータ
の処理を,コンピュータで実現する方法を学ぶ.
･卒業までに｢線形代数｣, ｢基礎解析｣, ｢データ解析｣,
｢情報数学｣で学んだ内容を十分に理解することが目標
となる,
｢表2新旧対応表｣は,情報戦略(IS)コース(2008
年度)と上記3プログラム(2010年度)における2年
次以降の必須科目および選択必須科目を対比したもので
ある.プログラムの必修あるいは選択必修科目として採
用しているコース制の科目を○で記している.また,同
じ番号の※は同じ科目である(名称変更により科目名が
異なるものもある).それぞれのプログラムの教育目標に
対応して, IS　コースの科目が対応付けられている. IS
コースの科目を経済･経営･商学関係の社会科学系の科
目と数学系の科目に大きく分けると,経営情報プログラ
ムでは基礎プログラムとしての性質上,両者が比較的バ
ランスよく含まれている.数理情報プログラムでは,当
然ながらほとんど数学系の科目で固められ,情報理論,
情報数学,計算理論など従来のNSコースやITCコース
で必修あるいは選択必修であった数学系の科目が追加さ
れている. ITビジネスプログラムについては, ISコー
スの科目としては社会科学系の科目で占められているが,
従来のNSコースやITCコースで必修あるいは選択必修
であったシステム開発系の科目が大幅に導入されている.
また, †で示したビジネスプロセスデザインとプロジェ
クトマネジメントが新規科目として設けられている.
より具体的な教育内容として, 2010年度の経営情報プ
ログラムにおける基礎演習と応用演習を例として簡単に
説明しておく.前述のように経営情報プログラムでは2
年次前期のデータ分析基礎演習が必修化されている.
2010年度に実施した両演習の概要は以下のとおりであ
る.
◇データ分析基礎演習
･概要
主に1年次配当の｢情報分析基礎｣と2年次配当の｢デ
ータ解析1｣で扱われる内容に関連した例題を与え,ソ
フトウェア(MSExcelとVBA)による解法を通じてデ
ータ分析の演習を行った,前半では,データのまとめ方
を中心とした記述統計,後半では,確率分布の理解と回
帰分析を扱い,また,推定･検定の概略とSPSSについ
ても簡単な演習を行った.
演習内容の例:世界の人口データを使った人口密度･
人口増加率や基本統計量の計算,各種グラフの作成,デ
ータの並べ替え･抽出,度数分布表の作成,人口密度と
人口増加率の散布図や分割表の作成,エクセルVBAに
よる待ち行列のシミュレーション他各種のデータ分析用
プログラム作成など.
･授業形態
2クラスに分け2つの端末室で行った.クラスの人数
は,クラス1 (37名),クラス2 (45名,内再履修者18
名)である.説明は短時間にとどめ,受講生はテキスト
(あるいは別途配布資料)を読みながら作業できるよう
にした(教員が説明しながら共に進める場合もあった).
レポート課題は, ①授業内課題, ②授業外課題に分け,
それぞれ紙媒体とファイルで提出させた(①は,授業時
間の最後までに印字して提出, ②は,印字したものを次
回授業の最初に提出,ファイルはRenandiにより提出).
◇応用演習(経営情報分析)
･概要
組織(とりわけ企業)に関連する諸種の情報の分析を
通して, 2年次以降の情報分析系の科目の基礎を作るこ
とがこの科目の主な狙いである,この演習では,具体的
な問題領域に限定して,確率統計･データ解析を中心と
した情報分析の実習を行い,データ分析基礎演習で習得
した知識と技術を応用できる力を養うこととしている.
2010年度には,最初に統計分析の復習を行った後,マー
ケテイングと投資理論についての演習を行った.マーケ
テイングについては,製品に関するアンケート調査を元
に,主成分分析によるポジショニング,選好回帰による
コンセプトの作成などを行い,新製品の企画を立てさせ
た,投資理論については,確定利付債券における利回り,
デュレーション,イミュニゼ-ションの計算と株式投資
におけるファンダメンタルズ分析,時系列分析やポート
フォリオの効率的フロンティアの計算,トレードシミュ
レーションなどを行い,ファンドマネージャーの立場で
ポートフォリオの提案を行わせた.
･授業形態
1つの端末室で,前半はマーケテイング関係,後半は
投資理論関係の演習を行った.総人数は41名(内再履
コース制からプログラム制へ一情報戦略コースの展開を中心に-
修者13名)である. 9つのサブグループ分けを行い,前
辛,後半の最後にそれぞれ発表会を設け,グループ単位
で発表を行わせた.レポート課題は,基礎演習と同じく
①授業内, ②授業外に分けて提出させた.
4.　あとがき
ラフスケッチではあったが,ネットワーク情報学部設
立以後,現在に至るまでのISコースと関連プログラム
の動きを見てきた.これらの内容は,主に授業担当者か
ら見た視点であり,やや細部に立ち入りすぎた面もある
が,ネットワーク情報学部設立10周年として,それら
の内容を記録しておくのも後々参考になるかもしれない
と考えた.学部やコースはビジネス分野でIT革命が進
行する中で生まれ,その授業を展開してきたが,今後の
見通しについは必ずしも明確なものを持っているわけで
ない.コース制からプログラム制になり,内容のスペク
トルが細かくかつ幅広くなり,担当者の負担も増大する
方向にあると同時に,長期的にはさまざま問題も出てこ
よう.ネットワーク情報学部はこのような改良を続けな
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がら発展していくことになろう.なお本稿を執筆するに
あたり,参考文献以外にも学部のいくつかの内部資料を
参考にしたことを付け加えておく.
参考文献
[11ネットワーク情報学部(2001入学ガイドブック).
[2】ネットワーク情報学部学習ガイドブック　2001.
[3】ネットワーク情報学部専門科目講義要項　2001.
【4】 ｢完成年度以降の進むべき方向とその教育環境の整
備-ネットワーク情報学部の長期ビジョン｣ (中間報告),
ネットワーク情報学部長期ビジョン･長期計画小委員会,
平成15年12月2日.
[5】情報ストラテジー総合演習説明会配付資料2001.
[61ネットワーク情報学部学習ガイドブック　2008.
[7】ネットワーク情報学部学習ガイドブック　2010.
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表2　新旧対応表
倍量戦略コース
情韓戦略基礎演習
慣等戦略総合演習
モデリングの基礎　※ヰ
企業惰竜システム
データ解析1繋5
データ解析望　洋2
戦時のデザヰン
マーケテイング　※3
ビジネスゲーム
ネットワーク情等霞確論2
プロジェクト
教学モデル　※9
シhiJ-シヨン
基礎解析･X8
億形代数　※7
倍電漠何字
応用確率統計
袋何等確論
経済のモデル(マクロ)
経済のモデル(ミクロ)
会計システム1
会計システム2
モデル分析
養護システム
環境と惰苛
データマイニング
ネットワークとマーケテイング
信竜産業
政策科学
鷺宮分･析　※1
人問行動のモデル1 ※10
人間行動のモデル2
栽壁計画法
ファイナンスプランニング
財務菅璽システム
流通と儲システム
卒業制作
経営信竜分析プログラム　J 汀ビジネスプログラム　J　信再整理プログラム
デー嚢分析基礎演習
応用演習(経営情報分析)
鷺宮分析　※1
卒芸演習
匡用演習(lTt.ジネス)
I
≡芸≡三宝-~
:応磁習摘報鰻)
]
I
I
I
;穏形代数那
1基礎償析　※虫
王開墾論
卒業演習
データ番所2　※2
データベース
0
ゲームの理論　※10
I
:データベ一･ス
)ユーザインターフェース
マーケテイング　※ヨ
)惜竜システム管撃
:享… ; _::--:=I三･:ii-:::_: i _二
;データ解析1那
1惜宅セキュリティ
]デー昏解析2 ･X2
匝舶学
計算理論
動的モデル　※9
0
巨一細理論鄭0
○
0　　0　0　　　　0
○
0
000
0　
